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'‐■トン 1 ら il今、 卜 ′Lォール

溶張の しみ込んた'に離

移動率とはろ■(てしみ込んだ展開族の長 さと各色矛の長さtr比を求めた ものてある。

各4吻質によってろ紙上のてす母うtほぼ7央まっているのでTV●動4に より、物質の千モIl jを神!

定すること小でャる。

1)4必アナil!|!十ftⅢ !そ‖よして、 サ ミモ片ヽか く子さむ、

2)広 riご、にェチルアル=一 ル `、 アtト ン4の 混合濡↓を入れ、その中に相lかくをヽ

んた=■ くれ々J

も)を r)ょャ声1庁に2 4ⅢⅢトド|いて ■(っ

4)ろ 紙士F■1(フ干から3・巾 内'|う す子r持 をどと、スボイトに色求液を入れ数町に ■ふ

☆セろ.

5)を のを十,を ゴム ■ん!)とれ込' |lt=み 、 3 cⅢ、内'卜の深 さに トブ,オールを入れた女

,Ⅲ式Ⅲlヤの中|〔下「も■ トノ`/オ~夕1にたるようにして人■、そう まま佃 くせんをオろっ

さ)60ヽ 90分 後、とiFlルの指瑞部Ⅲ→|なから15ヽ 20で nlの tt離まで上昇 したら、

無 “はして、tr呂iル41比かない うちに急いて展湖在4)光外! :ヽ、F伊Fした色キて印をす

る。

ア)を "訳 ■|力ヽらPF府 (イ 助イ )をキ算 して、ろ紙上のテ若物を十けtギ そ。

PF値 と|ま Pa ■  c  of  flow の 略である。
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| ■ 1子のキユま||モ|卜才ナ1ア」Ⅲ11■今十1,「 ●t 「ヽ

tギキ予色|,1竹t'う|「||,1ヤqると「iFうような|IFIと4「,‐)iた。 こヤを“■か■r,ヤ ,そギ

てt くヽと、やや,・7増色う`か・た4'ヰ|■コー●、たす午色―の、社を-0つ杯にクロマトグラフ

かよヽわれ、そのよ(士このスポツトー“ち|?～6 fiき、■っと上キ竹〔本色ち`かったスずツト

―C力t命く。そ[て一般には0つく業輝‐「lh、て'お!貨■■・、C)ぶピオラキサンイン、ルカイ

ンを■としたカコチ ノイ ド及↓キサン トフイル、Ctや 1`-′ 力・チンとされていろぅ この結

果のRF値 は、あろ範門内に 【ヽまらないことが多いので、 それを ことに して芸森ネ コかbか

をtt～するのt=やや困難で')る。irしるこのよ うなi性 的分析の城告には、 クコマ トクラフ

の色から単!定する方ちiより正確たと思わitる。外見上余色つ業で もをつ除 にか く方44・態て

キサントフイル系、 カロチノイ ド系の生素めウ)る。 tゥかしlt者の色ようモすべて芸色、本とい

うような特徴をもつわけてはなぃ。ベー タカロチンは剣をは っきりとした方色イ)スギツトを

生 じるお【、1上はいとんど同じような故色を生 じる。 したか って、緑色中tて合 まれるルテイン

や ビオラキサンチンの ようには っきりした11を示す色業以外のものは、!E者なY4定を下すこ

とは|チとんど不再r能てある。 このように考えるとこの実験からは、ま材、在【、 女色、赤色 う

4系 統の色素か今 まれていると定するの小限lLrでぁろ う。

2 和 !宝和物の茅F合 ま'iる色素の分市結呆てついて

ます仔示也.E京赤と、赤色、求色ととおな葉の葉を分析 してみると、様オ色、時赤fr p残

Fjhtの素ではルテ インや力■チ ノイド系の色素のにかに茉緑索が検出 されるのに対 して、ホ と、

ま色の安では、じとんど葉緑茅ぶ検出されオ〔ぃこと、席 lFtttll場合は、今まで存“ していた

要緑斉 a bの いすれか一方うtすでに従夕これていることな どがわか った。そして この |つ

つりかわりtま、図ののれ安梅物で詔められた。

3  役 t r以夕tの色を もつ冬安、冬芽の分析枯共につぃて

各のスイのように要 とtすたいぶ異な 。た色千レを もつようになるか、す1見上とは,オってを,t

らを字i際に分析 してみると、それを構成してぃる色素ti同じてあ り、やや略赤化を見するツ

パキやナンテンなどの幸ではもちろんのこと、lSとんど48fに見えるスイの☆でも棄II‐ネの

存在をはっきりと戸めることかで者る〕それll rlの色チてつぃて もr縦 の場合 とllとんと■

わ りなt 。ヽ しぃていえtt力Iヨ十ノイ ド系や Ⅲラインの(を率が'「常に鮮明にわらわれtか もそ

の技小若千多い。

ナンテンの者いチては 均口子/イ ド宗の色来のみ小校ど1きよて嘉緑まはliく,ユ■■ナtをい

ホ、少 し成「するとそ″)イアイF小許められるようにな り、他の和物Ⅲ らも同様な傾向め`みらン

る。この こと力 ■☆辞訴力`他の色率よりも一歩お く,1て2次 的て形 成される色まで力)ること

■方力る。
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